
■ 指定管理者制度導入施設　年度評価シート ■ 評価年度 令和5年度

淵野辺公園、相模台公園、古淵鵜野森公園、銀河アリーナ、
サーティーフォー相模原球場（相模原市立相模原球場）、大野台南テニスコート

淵野辺公園グループ運営共同企業体
（構成団体：公益財団法人相模原市まち・みどり公社、美津濃株式会社、株式会社パティネレ
ジャー、東海体育指導株式会社）

平成３１年４月１日から令和６年３月３１日まで（５年間）

○相模原市都市公園条例
○相模原市立相模原球場条例
○相模原市立グラウンド等スポーツ施設に関する条例

○公共の福祉の増進に資する。（都市公園法第１条）
○市民の憩いの場及び市街地のみどりの創出を図るとともに、運動施設を有する都市公園とし
て、スポーツの振興及び市民の健康増進を図る。
○豊かなスポーツライフの実現やスポーツを生かした地域のにぎわいの創出（令和２年３月：
相模原市スポーツ推進計画）
〇スポーツ及びレクリェーションの振興を図り、市民の健康で文化的な生活の向上に寄与する
こと。（相模原市立相模原球場条例第2条）
〇スポーツの振興及び市民の体力と健康を増進するため（相模原市立グラウンド等スポーツ施
設に関する条例第2条）

【淵野辺公園、銀河アリーナ、相模原球場】（運動公園）
○所在地：中央区弥栄３丁目１番（１５．７ha）
○供用開始日：昭和６２年３月２９日
○主な施設：テニス場（１２面）、野球場、少年野球・ソフトボール場（ひばり球場）、ジョ
ギングコース、芝生広場、樹林広場、中央広場、アイススケート場、トレーニング室、会議室

【相模台公園】（近隣公園）
○所在地：南区桜台２１番（１．３８ha）
○供用開始日：昭和４５年４月１日
○主な施設：テニス場（２面）、軟式野球場、遊具広場

【古淵鵜野森公園】（地区公園）　※斜面緑地は指定管理エリア外
○所在地：南区鵜野森１丁目２５番１（４．８２ha）
○供用開始日：平成１８年４月１日
○主な施設：屋外水泳プール、グラウンド、樹林地、むつみの森（遊具広場）

【大野台南テニスコート】
○所在地：南区大野台3-45-152（０．６３ha）
○供用開始日：平成１９年１１月
○主な施設：テニス場（４面）

環境経済局公園課、市民局スポーツ施設課

１　基本情報

公の施設名

指定管理者名

指定期間

施設所管課

施設設置条例

施設の設置目的

施設概要
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銀
河

大
野
台

349

【体育室】一般
利用者数合計

（人）
9,442 9,769 7,917 2,070 3,305 5,030 5,397

相
模
原
球
場

【グラウンド】
利用件数合計

（件）
859 803 706 492 561 666 779

【グラウンド】
来場者数合計

（人）
88,537 74,017 83,029 9,779 39,562 42,363 53,725

【体育室】専用
利用件数合計

（件）
357 361 320 206 279 341

古
淵

【プール】
利用者数合計

（人）
17,355 19,280 16,473 5,622 3,652 7,389 18,002

【グラウンド】
利用者数合計

（人）
35,930 39,327 35,910 40,860 40,504 35,238 33,339

8,684 7,236 7,604 9,802 8,600 7,374

【テニス場】
利用者数合計

（人）
14,291 14,494 12,413 8,632 11,311 13,094 13,567

淵
野
辺

【ひばり球場】
利用者数合計

（人）

【テニス場】
利用者数合計

（人）
105,570 104,853 87,001 65,955 89,844 104,245 103,955

利用者数合計
（人）

237,386 228,464 154,848 42,581 118,842 158,389 151,659

相
模
台

【軟式野球場】
利用者数合計

（人）
10,610

26,720

118,402,664 134,424,169

利用者数合計
（人）

２　管理実績

項目（単位） 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

16,997 16,772 15,025 12,052 12,814 14,447 14,518

133,824,571利用料金合計（円） 150,280,631 139,946,493 122,111,004 61,077,785

29,479 29,991 26,645 18,368 25,104 29,840
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淵野辺公園

淵野辺公園

相模台公園

目標値（件） 2,000 2,000 2,000
1,343

（2,100）
1,814

(2150)
2,200 2,250

実績値（件） 2,267 2,281 1,942 1,424 1,825 2,031 2,144

指標式と指標の説明
【指標の説明】　少年野球・ソフトボール場における年間の利用件数
【指標式】　達成度＝実績件数÷目標件数×１００
※　実績件数は１コマ（２時間）を１件としてカウントする。

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

指標名（単位） テニス場利用件数（件）

指標式と指標の説明
【指標の説明】　テニス場における年間の利用件数
【指標式】　達成度＝実績件数÷目標件数×１００
※実績件数は１コマ（２時間）を１件としてカウントする。

項目（単位） 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

487 371 301 346 413

460
（600）

480
(650)

指標２

84.9% 93.9% 99.2% 92.6% 91.6%

実績値（件）

指標名（単位） 少年野球・ソフトボール場（ひばり球場）利用件数（件）

21,303 21,357 17,826 13,058 17,348 20,836 21,078

達成度（％） 106.5% 101.7%

49.4% 55.1%達成度（％） 113.2% 89.8% 88.5% 80.7% 62.7%

700 750

実績値（件） 566 494

指標１

550

令和4年度 令和5年度項目（単位） 平成29年度

目標値（件） 500 550

令和4年度 令和5年度

令和4年度 令和5年度

目標値（件） 20,000 21,000 21,000
13,905

（21,500）
17,487

(22,000)
22,500 23,000

項目（単位） 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

指標式と指標の説明
【指標の説明】　テニス場における年間の利用件数
【指標式】　達成度＝実績件数÷目標件数×１００
※　実績件数は１コマ（２時間）を１件としてカウントする。

３　成果指標の達成度

指標名（単位） テニス場利用件数（件）

評価（5評価） 評価理由・委員会意見

Ｄ
【評価理由】成果指標の達成度は、全13の指標の平均値が「72.4％」となるため、「D評価」
となる。全体的には前年度と比べて増加しており、コロナ禍前の実績まで回復してきている。
トレーニング室など民間参入などで厳しい状況ではあるが、情報発信などにより利用者増に努
めていただきたい。施設の維持管理や整備など高水準との声もいただく中、引き続き利用者が
快適に利用できる施設運営を行っていただきたい。

※令和2年度及び令和3年度は新型コロナウイルス感染症拡大に伴う施設休止の影響を考慮し、施設の開所日数や利用
制限を踏まえ、目標値を修正した（令和2年度及び令和3年度における目標値の（　）内の数値は修正前の目標値）

指標３

達成度（％） 113.4% 114.1% 97.1% 106.0% 100.6% 92.3% 95.3%
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相模台公園

古淵鵜野森公園

銀河アリーナ

銀河アリーナ

指標４

指標名（単位） 軟式野球場利用件数（件）

指標式と指標の説明
【指標の説明】　軟式野球場における年間の利用件数
【指標式】　達成度＝実績件数÷目標件数×１００
※実績件数は１コマ（２時間）を１件としてカウントする。

項目（単位） 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

目標値（件） 400 400 400
296

（410）
333

(410)
420 420

実績値（件） 403 392 314 280 288 233 223

達成度（％） 100.8% 98.0% 78.5% 94.7% 86.5% 55.5% 53.1%

指標５

指標名（単位） 屋外水泳プール利用者数（人）

指標式と指標の説明
【指標の説明】　屋外水泳プールにおける年間の利用人数（夏季期間）
【指標式】　達成度＝実績人数÷目標人数×１００

項目（単位） 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

目標値（人） 25,000 25,000 20,000
6,472

（21,000）
4,304

（21,500）
22,000 22,500

実績値（人） 17,355 19,280 16,473 5,622 3,652 7,389 18,002

達成度（％） 69.4% 77.1% 82.4% 86.9% 84.9% 33.6% 80.0%

指標６

指標名（単位） アイススケート場一般利用人数（人）

指標式と指標の説明
【指標の説明】　アイススケート場における年間の一般利用人数
【指標式】　達成度＝実績人数÷目標人数×１００

項目（単位） 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

目標値（人） 103,000 100,000 100,000
20,708

（102,000）
79,467

(104,000)
106,100 108,200

実績値（人） 98,493 91,306 67,519 18,727 64,623 83,069 75,927

達成度（％） 95.6% 91.3% 67.5% 90.4% 81.3% 78.3% 70.2%

指標７

指標名（単位） トレーニング室利用人数（人）

指標式と指標の説明
【指標の説明】　トレーニング室における年間の利用人数
【指標式】　達成度＝実績人数÷目標人数×１００

項目（単位） 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

目標値（人） 46,000 53,000 53,000
7,458

（58,300）
15,390

（64,200）
73,800 84,900

実績値（人） 52,689 49,561 44,673 6,399 11,992 21,243 24,722

達成度（％） 114.5% 93.5% 84.3% 85.8% 77.9% 28.8% 29.1%
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銀河アリーナ

相模原球場

相模原球場

相模原球場

指標８

指標名（単位） アイススケート場特別専用利用件数（件）

指標式と指標の説明
【指標の説明】　アイススケート場における年間の特別専用利用件数（早朝及び夜の時間帯）
【指標式】　達成度＝実績件数÷目標件数×１００

項目（単位） 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

目標値（件） 900 1,000 1,000
453

（1,020）
775

（1,040）
1,060 1,080

実績値（件） 1,055 1,094 838 481 929 1,105 1,072

達成度（％） 117.2% 109.4% 83.8% 106.2% 119.9% 104.2% 99.3%

指標９

指標名（単位） 相模原球場グラウンド利用件数（件）

指標式と指標の説明
【指標の説明】　グラウンドにおける年間の利用件数
【指標式】　達成度＝実績件数÷目標件数×１００
※実績件数は１コマ（２時間）を１件としてカウントする。

項目（単位） 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

目標値（件） 600 800 800
671

（880）
708

（960）
1,050 1,100

実績値（件） 859 803 706 492 561 666 779

達成度（％） 143.2% 100.4% 88.3% 73.3% 79.2% 63.4% 70.8%

指標１０

指標名（単位） 相模原球場グラウンド来場者数（人）

指標式と指標の説明
【指標の説明】　グラウンドにおける年間の専用利用人数及び観客数
【指標式】　達成度＝実績人数÷目標人数×１００

項目（単位） 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

目標値（人） 100,000 80,000 80,000
13,132

（84,000）
36,271

（88,000）
92,500 97,100

実績値（人） 88,537 74,017 83,029 9,779 39,562 42,363 53,725

達成度（％） 88.5% 92.5% 103.8% 74.5% 109.1% 45.8% 55.3%

指標１１

指標名（単位） 相模原球場体育室専用利用件数（件）

指標式と指標の説明
【指標の説明】　体育室における年間の専用利用件数
【指標式】　達成度＝実績件数÷目標件数×１００

項目（単位） 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

目標値（件） 300 350 350
220

（360）
308

（365）
370 375

実績値（件） 357 361 320 206 279 341 349

達成度（％） 119.0% 103.1% 91.4% 93.7% 90.6% 92.2% 93.1%

5／11



相模原球場

大野台南テニスコート

指標１２

指標名（単位） 相模原球場体育室一般利用者数（人）

指標式と指標の説明
【指標の説明】　体育室における年間の一般利用者数
【指標式】　達成度＝実績人数÷目標人数×１００

項目（単位） 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

目標値（人） 8,000 9,000 9,000
5,560

（9,100）
7,438

（9,200）
9,300 9,400

実績値（人） 9,442 9,769 7,917 2,070 3,305 5,030 5,397

達成度（％） 118.0% 108.5% 88.0% 37.2% 44.4% 54.1% 57.4%

指標１３

指標名（単位） テニスコート利用件数（件）

指標式と指標の説明
【指標の説明】　テニスコートにおける年間の利用件数
【指標式】　達成度＝実績件数÷目標件数×１００
※実績件数は１コマ（２時間）を１件としてカウントする。

項目（単位） 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

目標値（件） 5,000 5,000 5,000
3,285

（5,100）
4,362

（5,150）
5,200 5,250

実績値（件） 5,053 5,121 4,566 3,218 4,394 5,009 4,803

達成度（％） 101.1% 102.4% 91.3% 98.0% 100.7% 96.3% 91.5%
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淵野辺公園

相模台公園

古淵鵜野森公園

11月
大野北第２包括支援センターとの共催事業として実施
しました。高齢者の運動機会の創出に貢献した。

△

４　事業の実施状況

市が指定する事業

自主事業

主な事業名 実施時期 内容・回数・参加者・効果等

新たな公園飲食インフラサービスとして「フードト
ラック」を設置し、夕方から夜にかけてのイベントと
することで、普段とは違う公園の魅力を知っていただ
ける取り組みとなった。

◎

チャレンジ！ノルディックウォーク

実施時期主な事業名 内容・回数・参加者・効果等 評価

評価（5評価） 評価理由・委員会意見

Ａ

【評価理由】
グループ全体での事業実施状況については、達成度115％により「A評価」となる。
スポーツ関連事業を継続しつつ、公園来園者が増加した点において、大いに評価できる。
今後も最新のニーズを取り入れ、さらに盛り上がるような事業を期待したい。
個別施設では、淵野辺公園で開催の公園スタンプラリーについて、参加者が516人で参加率は
65％であったが、昨年度の参加者256人に比べて2倍近く増加しており、告知や施設PRの手法に
ついて昨年度からの改善が数値に表れているので大いに評価ができる。今後も更なる改善を期
待したい。古淵鵜野森公園では令和4年度はコロナ禍により一般営業に制限があり、未実施の
事業が多かったが、令和5年度は通常の営業になり、事業の再開ができているが,目標値や定員
を下回っている事業もあるので、次年度以降はコロナ渦で離れてしまった利用者に戻ってきて
いただけるよう告知や施設PRの手法を検討していただきたい。

自主事業

評価

公園スタンプラリー 12～1月
事業を行ったことがきっかけで来園していただけた方
も多くいらっしゃり、事業の目的は果たせていると実
感している。参加者は516人。

○

キッチンカー事業 通年

新たな公園飲食インフラサービスとして「フードト
ラック」を設置し、土日祝日は賑わいをみせ、公園利
用者だけでなく野球やスケートの利用者にも好評で
あった。

◎

花苗販売 4～7月、11～12月
自社生産の花苗を園内で販売した。
淵野辺公園でも季節の花苗を購入できるということ
で、多くの来園者から喜ばれる事業となった。

◎

夕涼み会 8月

主な事業名 実施時期 内容・回数・参加者・効果等 評価

緑化推進事業花壇づくり 11月 秋苗を購入し、職員によって公園花壇を充実させた。 ○

紙芝居等の上演 4、10月
来園者に園内で紙芝居や絵本の読み聞かせを楽しんで
いただいた。

◎

自主事業

主な事業名 実施時期 内容・回数・参加者・効果等 評価

森の小さな博物館 5、11月
境川斜面緑地の豊かな自然風景や動植物の写真やコ
ラージュの展覧会を行った。（協力：斜面緑地を守る
会）

△

SUPヨガ教室 9月
幅広なボードの上でヨガを行い、楽しみながら体を動
かしていただけた。

○

夏休みプールスタンプラリー 7～8月
代表団体が関わりを持つ市内プール施設と連携して、
相互効果により利用促進を図った。

◎

水泳25mタイム計測 7～9月
25mのタイム計測を行い、記録向上とスキルアップを
目指す。ワンポイントレッスン後に参加される方も多
くすぐに成果を実感できると好評だった。

◎

緑化推進事業花壇づくり 10月
相模原市みどりの基本計画の趣旨に沿い、緑化推進に
力を入れ、遠路や園内入口に花を植えた。

○
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銀河アリーナ

相模原球場

相模原球場

大野台南テニスコート自主事業

主な事業名 実施時期 内容・回数・参加者・効果等 評価

自主事業

主な事業名 実施時期 内容・回数・参加者・効果等 評価

銀河ｱﾘｰﾅ Good Health Festival
※足型測定、骨密度測定を含む

11月
一日を通しての健康教室イベントを開催することで、
参加者の健康増進に寄与し、施設の利用促進を図っ
た。

○

造形物等の展示 12～2月

市教育委員会との共催事業として、近隣の学校と連携
し作品展を開催することが出来た。アンケートや自由
意見ノートを設置し、実施後に中学校へ提供したこと
で学生の皆様にも大変喜んでいただけた。

◎

早朝スケート教室 4、10～3月
5歳以上を対象として、基礎スケートの指導を行っ
た。一般利用の促進に寄与している。

◎

スケートワンポイントレッスン 10～3月
土日祝には多くの来館者が訪れ、滑走に不安を持って
いる人を中心にワンポイントの指導を行うことが出来
た。

◎

スケート感謝デー 10月

相模原市スケート協会と連携して、各競技の参加型イ
ベントも実施した。無料開放ということで多くの利用
があったが、スケートに興味を持っていただける機会
となった。

◎

企画提案事業

自主事業

主な事業名 実施時期 内容・回数・参加者・効果等 評価

リラックスヨガ教室 通年
幅広い年齢層のお客様に参加していただける様、基本
的なヨガ教室を開催いたしました。

◎

主な事業名 実施時期 内容・回数・参加者・効果等 評価

第１３回東日本大震災復興支援
チャリティーマッチ

12月
国内外のプロ野球選手による試合と子どもへの野球教
室を実施し、グッズの収益は被災地へ寄付した。

◎

初心者卓球教室 1～3月 初心者向けの卓球教室を実施しました。 ◎

ベーシックヨガ教室 通年
幅広い年齢層のお客様に参加していただける様、基本
的なヨガ教室を開催いたしました。

○

＊事業実施の計画はありません。

スタジアムナイトヨガ 5月
野球場の外野部分を使用し、夜間に屋外でのヨガを実
施しました。

○

高齢者体力測定会 2月
北里大学と連携し、高齢者を対象とした事業を実施し
ました。

○
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※実績値は６施設分の平均値

※直近3年間について記載 （千円）

92 92 92

実績値（％） 90.5

目標値の基準 総合的な満足度について、「とても良かった」「良かった」と回答した合計の割合

６　施設の経営状況

施設の収支概要

その他の取組
取組事項 時期

常時

取組内容

お客様ご意見箱の設置 管理事務所において「お客様ご意見箱」を設置

達成度（％） 103.1% 103.0% 97.5%

Ｂ
施設の収支としては本体事業収支及び全体収支ともに赤字となっており、団体の経営状況につ
いては特段の問題はないことからＢ評価とする。自主事業を増やし収支の黒字幅の拡大を図る
とともに、本体事業で収支をプラスマイナス０になるような経営をしてほしい。

その他の収入

令和５年度令和４年度令和３年度

262,528

92 92

92.8 92.7 89.7 87.9 89.4

項目

479,559

95.5% 97.2% 98.4% 96.0%

263,863

収入　(ａ)

指定管理料

利用料金収入

433,437

134,424

35,150

評価（5評価） 評価理由・委員会意見

支出　（ｂ）

５　利用者の満足度

調査手法/サンプル数

評価（5評価） 評価理由・委員会意見

ホームページの活用 常時 ホームページにおいて「お問い合わせフォーム」を設置

Ｂ
【評価理由】6施設の実績値平均で「88.3％」の方に「とても良かった」「良かった」と回答
していただき、達成度が「96.0％」であったため「B評価」となる。6施設中4施設では前年度
より同程度又は実績値が上がっているので、その点においては高い満足度が維持できていると
評価できる。個別の意見については、自主事業により高評価をいただいている面もあるが、施
設の老朽化に伴う意見が多くあるため、所管課と情報共有しながら、利用者が安心して利用で
きる施設運営に期待したい。

88.3

項目（単位） 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

目標値（％）

本社管理経費 19,598

アンケート用紙への記入、WEBによるアンケート

利用者満足度調査

90 90

453,643

9,737

450,900

133,824

53,955

487,996

263,121

11,023

20,845

-46,122

全体収支　【(ｃ)+(ｆ)】

自主事業支出　(ｅ) 9,822

-35,099

団体の財務状況

人件費 178,367

本体事業収支　【(ａ)-(ｂ)】(ｃ)

自主事業収入　(ｄ)

173,545

-37,096

-28,909

294,014

20,437

8,187

17,924

備考

自主事業収支　【(ｄ)-(ｅ)】(ｆ)

その他の支出 281,594

445,458

72,712

118,403

6,138

172,803

6,626

12,764

14,323

8,185

253,400

19,255
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加点事由 具体的内容

市への報告事項・事前承認等 適正に実施

検査方法

実施時期 令和６年３月１４日（本社）、３月１９、２１、２６、２７日（施設）

管理業務

現金管理

会計・経理

人員配置・地元活用

検査項目

改善済

確認結果

適正に実施

７　管理業務の履行状況

危機管理 適正に実施

情報公開・個人情報保護 適正に実施

情報セキュリティ 適正に実施

適正に実施

改善済

X（旧ツイッター）、Facebook、子どもとお出かけ情報サイト「いこー
よ」、ポータルサイト「JIMOTTO」、ＴＶ・新聞・雑誌等の各メディアへの
取材協力などで施設の情報発信

その他取り組んでいること

８　ウェブアクセシビリティ

市チェックリストに基づき、指定管理者へのヒアリング・現地確認により検査を実施

ホームページの作成 有

備考

○

○

○

○

○

○

ウェブアクセシビリティの取組項目

機種依存文字を使っていない。

ページ内の文字の大きさを変えることができる。

単語の途中にスペースや改行を入れていない。

ぺージ内容を的確に表しているタイトルが付いている。

ダウンロードできるファイルには、ファイルの種類とサイズを記載している。

画像には、代替テキスト等を付与し、支援技術利用者にも適切な代替情報を提供している。

背景色と文字色にコントラストを確保するなど、色使いに配慮している。

取組状況

○
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総合評価（自動判定）

C

11　選考委員会意見
・各公園の持つ資質を生かし、地元の方々（地域住民、ボランティア、企業等）の協力を得ながら独創的で積極的な
企画を立案し運営されることを期待している。
・利用者数は前年と比較して増加しているが、コロナ禍以前の水準には戻ってきていないので、利用者確保のために
ニーズに合わせた更なる対策が必要だと考えている。
・淵野辺公園では、夕涼み会を実施されていますが、芝生広場が他の公園よりも広いので、芝生広場を利用してもう
少し様々な事業を実施していただきたい。
・銀河アリーナのトレーニング室について、新しいトレーニング機器の導入や、利用回数に応じての優遇措置等の取
り組みがあってもよいのではないかと考えている。

９　指定管理者の自己評価
　猛暑をはじめとした天候の影響で、屋外施設については利用件数が成果指標の目標値から遠ざかってしまう状況に
あるが、SNSなどにおいて、事前に天候の変化によるコンディションについて情報発信を行っており、利用者の安全
に配慮した施設運営を行うことができた。
　とりわけ、銀河アリーナについては、スケート感謝デー（無料開放）の日に、相模原市スケート協会の60周年記念
事業とのコラボレーションとして実施し、各種スケート競技の体験会を行ったことで、ただスケートを遊びに来ただ
けとは違い、普段体験できないことも体験できたということで、利用者にも大変喜んでいただけた。
　スピード感を持って、多くの自主事業や各種サービスを展開していくことも重要だが、公共施設として求められて
いることを十分に理解し、安全に配慮しながらも、快適に施設を利用していただく環境作りも重要であると感じてい
るため、引き続き、適切な施設の管理運営に努めたい。

10　所管課意見
　多くの施設において、前年度より利用者が増加してきているため、今後も利用者が快適に利用できる施設整備やイ
ベントなどを継続して行っていただきたい。利用者が減少傾向にある施設については、情報発信や最新のニーズを取
り入れた新規事業等を行っていただき、利用者増に取り組んでいただきたい。
　また、施設の老朽化が著しい中、指定管理者での修繕により、施設利用者が快適に利用できる場を提供しているこ
とは大いに評価しているので、今後も利用者が安全安心に利用できる施設運営を行っていただきたい。
　自主事業について、淵野辺公園で新規に「夕涼み会」という事業を実施しており、目標値である200人の2倍である
400人が利用されたということで、需要の高さが感じられ、公園の魅力向上に繋がったと考えられる。定例事業とし
て実施し、公園の魅力やグループ内の他の事業PRなどにも役立てることができればより良いものになると考えられ
る。また、公園に関しては事業数が25件となっていて、全体を通して公園独自のイベントへの取組みが少ない印象が
あったため、公園の来園者増加や施設の魅力発信に寄与するようなイベントの開催を今後期待したい。

(40/100)

指標

事業

満足度管理

経営
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